
平成２８年３月３０日 第１４１号

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/

「ミス日本みどりの女神」飯塚帆南さん来局 企画調整課 ・・・・２

カラマツ断幹現地検討会

カラマツ採種園の整備と種子の安定供給に向けて 森林整備課 ・・・・３

平成２７年度間伐推進コンクールで受賞者決定 資源活用課 ・・・・４

小笠原の森林保全活動報告会 小笠原諸島森林生態系保全センター ・・・・５

森づくり最前線 会津森林管理署坂下森林事務所 首席森林官 佐藤信雄 ・・・・６

「埼玉県方式によるシカ柵設置作業」（埼玉県秩父市 中川国有林）

（撮影者：埼玉森林管理事務所 森林技術指導官）



「
第
48

回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
１
月
25
日
）
で
、
新
た
に
「
ミ
ス
日
本

み
ど
り
の
女
神
」
に
選
ば
れ
た
飯
塚
帆
南

さ
ん
が
、
３
月
28
日
、
関
東
森
林
管
理
局

を
訪
問
し
ま
し
た
。

飯
塚
さ
ん
は
、
群
馬
県
藤
岡
市
生
ま
れ
。

農
林
水
産
大
臣
か
ら
「
み
ど
り
の
広
報
大

使
」
に
も
任
命
さ
れ
、
今
後
は
全
国
植
樹

祭
な
ど
の
式
典
へ
の
参
加
や
緑
の
募
金
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
の
大
切
さ
や
木

材
利
用
の
意
義
な
ど
を
幅
広
く
社
会
に
発

信
す
る
役
割
を
担
い

ま
す
。

来
局
に
あ
た
り
、

漆
原
勝
彦
局
長
を
は

じ
め
、
日
光
森
林
管

理
署
の
永
町
奈
津
美

森
林
官
も
交
え
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

関
東
森
林
管
理
局
の
国
有
林
や
業
務
内
容
、

現
場
を
管
理
す
る
森
林
官
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

飯
塚
さ
ん
か
ら
は
、
「
森
林
官
の
お
仕

事
は
と
て
も
大
変
そ
う
で
す
が
、
重
要
な

お
仕
事
で
す
ね
」
と
い
っ
た
感
想
や
、

「
実
際
に
植
付
作
業
を
体
験
し
た
り
、
林

業
機
械
の
講
習
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業

へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
た
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
関
東
森
林
管
理
局
の
訪
問
後
は
、

群
馬
県
庁
な
ど
も
訪
れ
、
大
澤
正
明
群
馬

県
知
事
と
も
面
会
し
ま
し
た
。

平成２８年３月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１４１号（２）

「
ミ
ス
日
本
み
ど
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」
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総
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企
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
資
源
の

充
実
に
伴
い
、
資
源
を
有
効
利
用
す
る
た

め
の
伐
採
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
伐

採
後
に
再
造
林
を
行
う
こ
と
は
次
世
代
の

森
づ
く
り
の
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
群
馬
県
内
で
は
主
に

カ
ラ
マ
ツ
苗
木
を
生
産
す
る
た
め
の
種
子

が
供
給
不
足
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
36
年
に
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
種
子
生

産
の
実
績
が
無
か
っ
た
た
め
、
平
成
12
年

に
廃
止
と
な
っ
て
い
た
旧
田
代
第
一
採
種

園
（
吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
）
を
平
成
27

年
再
設
定
し
、
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
、
群
馬
県
林
業
試
験
場
及
び

吾
妻
森
林
管
理
署
が
「
田
代
第
一
採
種
園

の
活
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
本

年
度
、
除
伐
、
枯
れ
枝
落
と
し
、
管
理
道

整
備
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

○
カ
ラ
マ
ツ
断
幹
現
地
検
討
会

平
成
27
年
11
年
19
日
、
田
代
第
一
採
種

園
（
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
大
字
田
代
字

森
影
国
有
林
２
１
０
イ
林
小
班
に
位
置
し
、

面
積
２
．
２
９
㌶
、
平
均
標
高
１
１
３
０

㍍
、
現
況
本
数
は
カ
ラ
マ
ツ
４
１
４
本
、

34
ク
ロ
ー
ン
）
に
お
い
て
、
民
有
林
関
係

者
等
、
約
50
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

カ
ラ
マ
ツ
は
、
着
花
促
進
に
つ
い
て
不

明
な
点
が
多
く
、
来
年
度
か
ら
採
種
園
整

備
の
一
環
と
し
て
断
幹
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
断
幹
の
考
え
方
と
作
業
法
に

つ
い
て
試
験
、
研
究
し
、
今
後
の
採
種
園

整
備
も
含
め
た
事
業
に
活
か
し
て
い
く
た

め
、
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

研
究
部
の
蓬
田
氏
を
講
師
に
迎
え
、
東
北

森
林
管
理
局
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
カ
ラ

マ
ツ
断
幹
の
作
業
方
法
と
考
え
方
に
つ
い

て
、
事
例
紹
介
を
行
い
な
が
ら
、
高
所
作

業
車
を
用
い
て
、
剪
定
と
間
伐
を
組
み
合

わ
せ
て
受
光
量
を
増
す
方
法
等
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
「
田
代
第
一
採
種
園
の
活

用
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
今
回
の

現
地
検
討
会
を
活
か
し
て
カ
ラ
マ
ツ
種
子

の
安
定
供
給
を
行
う
た
め
、
採
種
園
の
整

備
及
び
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
カ
ラ
マ
ツ
断
幹
と
は
？

カ
ラ
マ
ツ
は
、
ス
ギ
と
比
べ
、
着
花

年
数
が
遅
く
、
陽
光
を
多
く
必
要
と
し

ま
す
。

ス
ギ
は
薬
剤
ジ
ベ
レ
リ
ン
を
散
布

（
埋
め
込
む
）
す
る
こ
と
に
よ
り
容
易

に
着
花
す
る
の
に
対
し
、
カ
ラ
マ
ツ
は
、

有
効
な
薬
剤
は
な
く
、
着
花
が
難
し
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
向
き

の
枝
に
つ
き
や
す
く
、
３
～
４
年
経
過

し
た
短
枝
に
着
花
し
ま
す
。

断
幹
は
、
着
花
し
や
す
い
樹
冠
（
形
）

と
な
る
よ
う
幹
を
切
り
、
陽
光
の
改
善

を
行
い
、
開
花
結
実
を
促
進
す
る
方
法

の
一
つ
で
す
。
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現地検討会

カ
ラ
マ
ツ
採
種
園
の
整
備
と
種
子
の
安
定
供
給
に
向
け
て

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課

田代第一採種園

カラマツ断幹実演



国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国

有
林
野
事
業
に
お
け
る
間
伐
等
の
発
注
事

業
や
立
木
販
売
に
お
い
て
、
優
れ
た
品
質

の
森
林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
高
い
生

産
性
等
や
作
業
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
や
成
果

等
の
取
組
を
競
い
、
優
秀
な
事
例
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

そ
の
優
秀
な
事
例
を
公
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
効
率
か
つ
低
コ
ス
ト
な
間
伐
等

に
つ
い
て
民
有
林
を
含
め
た
普
及
、
定
着

及
び
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
度
で
14
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
６
部
門
か
ら
な
り
、

①
「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
初
回
）
」
、

②
「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
２
回
目
以

降
）
」
、

③
「
車
両
系
誘
導
伐
等
部
門
」
、

④
「
架
線
系
搬
出
間
伐
部
門
」
、

⑤
「
架
線
系
誘
導
伐
等
部
門
」
、

⑥
「
そ
の
他
」

が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
有
識

者
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
を
経
て
、

「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
２
回
目
以
降
）
」

で
最
優
秀
賞
１
事
例
、
「
架
線
系
搬
出
間

伐
部
門
」
、
「
車
両
系
誘
導
伐
等
部
門
」

で
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
１
事
例
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

最
優
秀
事
例
は
、
九
州
森
林
管
理
局
管

内
の
永
島
林
業
株
式
会
社
（
宮
崎
県
小
林

市
）
で
、
林
野
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
事
例
は
、
既
設
の
作
業
路
を
活
用

し
た
森
林
作
業
道
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

各
工
程
の
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
造
材

し
て
い
た
大
径
材
を
、
高
性
能
林
業
機
械

（
ハ
ー
ベ
ス
タ
）
を
導
入
し
、
造
材
す
る

こ
と
で
造
材
工
程
の
作
業
効
率
を
向
上
さ

せ
、
生
産
性
が
４
．
８
６
㎥
／
日
か
ら
９
．

０
０
㎥
／
日
と
85
％
ア
ッ
プ
し
、
生
産
コ

ス
ト
も
25
％
の
低
減
が
図
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
27
年
度
の
受
賞
事
例
も
含

め
林
野
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
て
取
組
事
例
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
静
岡
森
林
管

理
署
管
内
の
株
式
会
社
富
士
森
林
サ
ー
ビ

ス
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
が
車
両
系
搬
出

間
伐
部
門
（
初
回
）
で
、
緩
斜
面
で
複
数

の
小
型
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
利
用
し
て
リ
レ
ー

方
式
で
集
材
す
る
こ
と
に
よ
り
高
生
産
性

と
低
コ
ス
ト
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
、
局

長
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
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小型グラップルでリレー形式で集材する様子

（静岡署）

平

成

27

年

度

国

有

林

間

伐

推

進

コ

ン

ク

ー

ル

で

受

賞

者

が

決

定

森

林

整

備

部

資

源

活

用

課

今
月
の
表
紙

埼
玉
県
方
式
に
よ
る
シ
カ
柵
設

置
試
験
作
業

埼
玉
県
内
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

個
体
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
枝

葉
の
採
食
害
や
幹
の
剝
皮
等
に
よ
る
被

害
が
増
大
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
は
、

喫
緊
の
課
題
で
す
。

写
真
は
、
埼
玉
県
が
考
案
し
た
簡
易

構
造
で
安
価
な
新
方
式
の
獣
害
防
護
柵

(

さ
い
ね
っ
と
）
を
、
国
有
林
に
お
い
て

試
験
的
に
埼
玉
県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
の
指
導
の
下
設
置
し
た
も
の
で
す
。

設
置
後
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で
観
察
の

結
果
、
シ
カ
は
進
入
を
試
み
る
も
諦
め

て
帰
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

今
後
も
、
シ
カ
等
の
食
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
林
業
関
係
機
関
と
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。



父
島
の
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

２
月
25
日
、
母
島
の
母
島
小
中
学
校
で
27

日
に
、
小
笠
原
村
民
や
観
光
客
の
方
々
に

向
け
て
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護

地
域
の
意
義
、
固
有
の
森
林
へ
の
修
復
の

取
組
、
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

「
小
笠
原
の
森
林

保
全
活
動
報
告
会
」

を
開
催
し
、
父
島
46
名
、
母
島
28
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

保
全
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
「
森
林
生
態
系

保
護
地
域-

国
有
林-

」
の
報
告
の
ほ
か
、

父
島
会
場
で
は
、

(

一
社)

日
本
森
林
技
術
協
会
「
小
笠
原

の
森
林
の
再
生
へ
の
期
待
」

小
笠
原
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会
「-

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
保
全
活
動-

未
来

へ
向
け
て
過
去
を
創
る
」

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授

谷
本
丈
夫
氏

講
演
「
小
笠
原
の
森
の
時
間
軸
」

母
島
会
場
で
は
、

駒
澤
大
学
教
授

清
水
善
和
氏
講
演

「
母
島
の
森-

地
理
的
、
歴
史
的
な
大
俯

瞰
視
に
よ
る
ロ
マ
ン
」

(

一
社)

日
本
森
林
技
術
協
会
「
母
島
の
”

や
ま
”
を
昔
に
戻
す
に
は
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
し

た
。谷

本
先
生
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
歩
か
れ

た
諸
外
国
の
森
林
の
成
り
立
ち
か
ら
、
土

壌
、
気
候
に
よ
る
森
林
の
違
い
、
小
笠
原

の
気
候
や
光
環
境
な
ど
の
林
内
環
境
に
よ

る
更
新
や
生
育
の
違
い
な
ど
を
、
清
水
先

生
か
ら
は
、
小
笠
原
の
島
の
誕
生
と
森
の

成
立
に
つ
い
て
の
仮
説
、
母
島
の
巨
大
な

湿
性
高
木
林
の
戦
前
か
ら
１
９
８
３
年
台

風
被
害
を
経
た
現
在
へ
の
変
遷
な
ど
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
17
年
４
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ

ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
森
」
な
ど

の
協
定
先
で
あ
る
小
笠
原
自
然
観
察
指
導

員
連
絡
会
の
深
澤
会
長
か
ら
は
、
取
組
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
小
笠
原
の

固
有
亜
種
・
天
然
記
念
物
・

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ア
カ
ガ

シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
２
０
０

２
年
に
は
父
島
で
の
ハ
ト
の

生
息
数
７
羽
と
言
わ
れ
、
目

撃
例
も
少
な
く
、
島
民
の
認

知
度
が
低
か
っ
た
こ
と
、
自

然
観
察
に
と
て
も
適
し
た
地

形
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

ハ
ト
の
生
息
域
・
繁
殖
地
保

護
・
保
全
と
自
然
観
察
等
の

利
用
を
両
立
す
る
た
め
、
雨

水
や
踏
圧
か
ら
の
保
護
の
た

め
の
木
道
の
整
備
、
外
来
植

物
の
根
か
ら
の
抜
き
取
り
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
池
の
改
修
な
ど

50
年
、
百
年
、
２
百
年
後
の

森
を
想
像
し
、
自
然
界
と
交

信
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
社
）
日
本
森
林
技
術
協
会
か
ら
は
、

外
来
植
物
の
駆
除
に
当
た
っ
て
事
業
箇
所

の
事
前
・
事
後
の
鳥
類
・
昆
虫
類
・
陸
産

貝
類
・
陸
水
動
物
・
植
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
、
再
生
力
旺
盛
な
ア
カ
ギ
な
ど
の

駆
除
と
し
て
の
薬
剤
樹
幹
注
入
、
特
殊
伐

採
（
樹
木
の
上
か
ら
吊
し
伐
り
を
し
て
い

く
方
法
）
、
ペ
ン
チ
を
用
い
た
稚
樹
の
抜

き
取
り
と
い
っ
た
小
笠
原
固
有
の
森
林
生

態
系
を
修
復
す
る
た
め
の
方
法
や
外
来
種

を
持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
作
業
上
の
配
慮

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（５）平成２８年３月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１４１号
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小
笠
原
の
森
林
保
全
活
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報
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笠
原
諸
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森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー



当
森
林
事
務
所
は
会
津
森
林
管
理
署
管

内
の
中
西
部
に
位
置
し
、
会
津
坂
下
町
、

会
津
美
里
町
、
柳
津
町
、
三
島
町
、
金
山

町
及
び
喜
多
方
市
、
西
会
津
町
の
一
部
を

区
域
と
す
る
約
２
万
３
千
㌶
の
国
有
林
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

管
内
の
ほ
ぼ
全
域
は
会
津
山
地
緑
の
回

廊
に
、
約
８
割
が
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
有
林
面
積
の
65
％
が

ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
を
主
体

と
し
た
天
然
林
と
な
っ
て
お
り
、
四
季
折
々

の
景
色
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り

ま
す
。

特
に
金
山
町
に
は
約
１
万
年
前
の
火
山

活
動
で
誕
生
し
た
外
周
約
７
㌔
㍍
の
カ
ル

デ
ラ
湖
の
「
沼
沢
湖
」
、
柳
津
町
に
は
約

１
２
０
０
年
前
に
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
日
本
三
大
虚
空
蔵
尊
の
一
つ
で
全
国

か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
る
「
福
満
虚
空
蔵
尊

円
蔵
寺
」
、
標
高
１
４
８
２
ｍ
の
「
博
士

山
」
、
三
島
町
の
標
高
１
２
３
４
ｍ
の

「
志
津
倉
山
」
な
ど
は
新
緑
、
紅
葉
の
時

期
に
は
多
く
の
観
光
客
や
登
山
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
山
町
の
本
名
地
区
に
は
明
治

維
新
以
前
か
ら
酒
桶
材
料
と
し
て
使
用
さ

れ
、
大
径
木
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

明
治
35
年
に
村
民
に
よ
り
禁
伐
に
さ
れ
た

「
本
名
ス
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
天
然
の
ス
ギ

が
国
有
林
内
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
こ
の
一
帯
を
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
名
所
を
は
じ
め
見
所
の
多

い
管
内
の
森
林
施
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
保
安
林
や
緑
の
回
廊
を
は
じ
め
多
く

の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
令
や
通
達

等
を
十
分
に
確
認
し
て
行
う
な
ど
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し

低
コ
ス
ト
造
林
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

昨
年
、
10
月
会
津
地
域
で
初
め
て
生
産
さ

れ
た
コ
ン
テ
ナ
苗
が
山
出
し
の
時
期
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
管
内
の
金
山
町
の
国
有
林

に
お
い
て
会
津
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

と
共
催
し
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
地
検
討
会
に
は
会
津
地
域
の
福
島
県

農
林
事
務
所
、
市
町
村
及
び
林
業
関
係
者

総
勢
54
名
が
参
加
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育

苗
方
法
、
植
栽
方
法
な
ど
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
実
際
に
植
栽
を
体
験
す
る
な
ど
、

コ
ン
テ
ナ
苗
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
地
内
に
普
通
苗
と
コ
ン
テ
ナ

苗
の
育
苗
に
使
用
し
た
コ
ン
テ
ナ
の
サ
イ

ズ
毎
（
１
２
０
、
１
５
０
，
３
０
０
Ｃ
Ｃ
）

の
苗
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
が
で
き
る
よ
う
試

験
地
を
設
定
し
、
今
後
、
活
着
率
、
成
長

量
（
苗
長
、
根
元
径
）
な
ど
に
つ
い
て
検

証
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
森
林
の
持
つ
公

益
的
機
能
の
維
持
及
び
増
進
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
各
種
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
と
の
連
携
を
深
め
、
民
有
林
国
有
林
を

問
わ
ず
森
林
の
施
業
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
の
提
供
や
技
術
的
な
支
援
に
努
め
、
当

地
域
の
林
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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